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～ 　呼子大綱引　 ～
当法人事業所からつ医療福祉セン
ターのある佐賀県唐津市の呼子町
では国の重要無形民 俗文化財に指
定されている「呼子大綱引」が伝
統行事として開催されます。大綱引
きは約420年前、豊臣秀吉が文禄・
慶長の役の際に兵士の士気 を高め
るために行ったのが始まりとされ、
浜組が勝つと「大漁」、岡組が勝つ
と「豊作」になると伝えられています。
今年も６月７日、８日の両日開催さ
れました。

学園タイムス
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巻頭言

過去から未来へ

原　　寛　道

　昭和56年に九大整形外科教授西尾篤人教授の命令で佐賀整肢学園

に施設長として赴任した。31歳と超若かったが生意気さは一流で

あったと自分でも思っていた。

　当時は肢体不自由児施設140床だけの法人であった。既に主対象

疾病はポリオから脳性麻痺へ移行していた。入所児童は80％程度で

減少傾向が始まっていた。しかも肢体不自由児施設の措置費単価は

低く、この二重苦で財政は完全に破綻していた。さらに職員の既得

権意識が過剰で、この三重苦で運営継続は困難であった。九州の仲

間施設では佐賀整肢学園をどう始末するかが本気で議論されていた

らしい。

　そのとき私なりの美学が一つだけあった。「１人の職員でもいい

から私に力を貸してくれと言う者が居るなら見放さない」。幸いに、

そのような療育熱心なTという職員さんが居て、「先生みたいな人

を待っていたよ」と言ってくれた。それで覚悟が定まった。あとは

努力と知恵とで経営はなんとかなるものだ。

　今日6事業所へ発展し、それぞれ財政は健全に維持され、運営内

容も先進的民主的である。願わくば良きリーダーと善良な職員が続

きますように。

社会福祉法人 佐賀整肢学園
副理事長
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各種報告

　平成 26 年 5 月 28 日、こども発達医療センター会議
室において今年度第 1回の理事会・評議員会が開催さ
れました。
　評議員会では、前年度の事業報告、決算認定、補正
予算案等３件について同意されました。 引き続き開
催された理事会では、評議員会 の同意を得た 3 件の
議案に加え、佐賀整肢学園経理規定の一部改正につい
て、佐賀整肢学園　からつ医療福祉センター隣接地の
取得についてなど、８議案が審議され原案どおり承認
されました。

　平成 26 年 4 月 1 日に、平成 26 年度佐賀
整肢学園新規採用職員の辞令交付式が行わ
れました。今年度の法人全体の新規採用職
員は 32 名。新規採用者一人一人に中尾理
事長から辞令書が手渡されました。それぞ
れが、社会福祉法人佐賀整肢学園の職員と
しての自覚と、医療・福祉の専門職として
の自覚を新たにした式典となりました。

平成26年度 新規採用者辞令交付式（法人本部）

平成 26 年度第１回理事会・評議員会（法人本部）

理事会の様子
（こどもセンター会議室）
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地域貢献活動（環境美化）

体育大会

児童養護施設聖華園訪問

　４月 17 日にセンターの敷地に接する河川および
側溝の清掃を行いました。近隣の耕作者の方が田畑
に取水されていることから、地域貢献活動として
年 2回行っているものです。その他にも隣接する道
路および住宅街のゴミ拾いを、月 2回行っています。
今後も活動を継続し、地域に根ざした施設を目指し
たいと考えています。

　開所以来、清流苑と金立の聖華園で敬老の日と子
供の日で交流を行っております。今回子どもの日と
いう事で 4月 22 日に聖華園にご利用者２名と出掛
けてきました。園長室に招かれ元気いっぱいの子ど
も達がやってきました。暫くお話しをして、プレゼ
ントを渡す時は「うわぁー、きゃー」と凄い盛り上
がり様でした。ご利用者が子ども達を見る優しい目
がとても印象的でした。最後に皆笑顔で記念撮影を
しました。敬老の日に会いにきて下さいね。

　春の快晴の中、第 18 回目となるオーク
ス体育大会が開催されました。
　今年は、紅白玉入れ・かぶりもの競争・
職員競技・ダンスと利用者の方のリハビリ
を兼ねた競技を行いました。かぶりもの競
争では、金髪やヒーローマスクなど好きな
ものを選び、少し照れくさそうに変装され、
満面の笑顔でゴールされていました。
　最後に利用者のみなさんと昨年話題に
なった「恋するフォーチューンクッキー」
を踊りました。

事業所 TOPICS

こども発達医療センター

かんざき清流苑

オークス
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開園記念パーティー

春まつり

防災の日

利用者と職員で非常食を作成中 避難訓練後の地元消防団との集合写真

　３月 29 日からつ医療福祉センターの 12 周年をお
祝いする、開園記念パーティーが開催されました。
　１年間の行事や生活の振り返りのDVD の上映、
利用者さんと職員による「世界にひとつだけの花」
の踊りなど盛りだくさんのイベントの他、各部所豪
華なお弁当を囲んだ昼食パーティーが開催されまし
た。豪華に飾り付けられた沢山のご馳走を前に食事
をしながらご家族との会話も弾み、参加者全員で楽
しい時間を過ごすことができました。

　日の隈寮の三大行事の一つである春まつりを、地域交
流ホールにて行いました。今回は、会場の装飾にこだわ
り、さげもの風の飾りを利用者の皆さんと一緒に作りま
した。アトラクションではＰＬ佐賀ＭＢＡの皆様に、バ
トンの演技を披露していただきました。こども達の可愛
い演技に、皆さん笑顔が溢れていました。また日舞クラ
ブの利用者さんは、この日のために練習を重ねた「鳥取
の傘踊り」「人生チャチャチャ」を披露しました。会の
最後には、美女に変身した職員が「恋するフォーチュン
クッキー」を踊り、会場は爆笑の渦に包まれました。た
くさんの地域の方々に参加していただき、みなさんで楽
しい時間を過ごすことができました。

　東日本大震災の教訓をもとに、毎年 3月 11 日を防災の日として、今年も震災体験を行いました。
地震発生を想定して、電気・ガス等のライフラインが止まり、生活行動も一部制限され、食事も非常食のみと
して、利用者や職員で協力し合いながら一日を過ごすことで、被災された皆様の気持ちを少しでも感じとり、
また改めて、当たり前のように過ごしている日常がいかに大切なものであるのかを考えさせられる一日となり
ました。
　また、同月 6日に水害を想定した町内の総合避難訓練に参加したり、16 日は地域消防団との連携を図りな
がら、夜間を想定した総合防災避難訓練を実施して、防災意識の向上に努めました。

からつ医療福祉センター

かんざき日の隈寮

佐賀向陽園・わいわい
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平成 26年度

皆様よろしくお願いします

こども

こども

こども こども こども
言語聴覚士

看護師

言語聴覚士 看護師 看護師

本　田　淳　也

鶴　田　和　子

手　嶋　喬　子 本　村　美　海 千　綿　淳　子

ゆずのオールナイト
ニッポンを聴くこと。
汗がすぐにかける
こと。マッサージチェ
アに乗って一日マン
ガを読むこと。

音楽鑑賞。

おしゃべり。

ペットと遊ぶこと。

旅行・ショッピング。
変顔。 どこでも寝
ることができる。 話
す・遊ぶ ・物作り。
駄菓子屋めぐり。

ドライブ・読書。 写
真を撮ること。 料
理。 記憶消去の
早さ。 散歩・昼寝・
漫画喫茶で読書
に没頭すること。

ガーデニング。

簡単なソーイング。

野菜作り。

こども こども こども
看護師 看護師 看護師

井　上　奈穂子 野見山　慶　子 原　　　明日香

園芸。 おしゃべり。
簡単料理。 しそ
ジュース作り。 食
べること。森林浴。
畑作り。

お菓子作り。

茶道。 温泉。

寝ること。

旅行。

ドライブ。

遊ぶこと。

入職３ヶ月を振り返って、今思うこと

　佐賀整肢学園で働き始め、 3ヶ月が経とうとしてい
ます。 辞令交付式の前日に大きな不安と緊張を抱い
ていたことが少し懐かしく感じます。 私は、 障害がある
方 と々地域を結ぶ仕事がしたいと思い、 佐賀整肢学
園に就職しました。 現在は児童指導員として、 指導係
や看護係の先輩方、 利用者の皆様に助けていただ
きながら、 様々な経験をさせていただいています。 振
り返ると4月からの毎日は、 様々な初めての経験に驚
きつつ業務に慣れようと必死でした。 しかし、 少しずつ
業務を覚え、 利用者の方 と々コミュニケーションをと
れるようになったことで、 自分の視野も少しですが広く
なったように感じます。
　今後は、 教えていただいたことを日々の業務の中で
深めつつ、 利用者の方々主体の支援ができるように
自らの技術を向上させていきたいです。

　私が契約職員としてオークスに入社して五年が過

ぎました。 障害者支援 の仕事は初めてで、 とまどう

ことばかりでした。 慣れないことが多く、 毎日自分と

の葛藤が多かったように思えます。 それでも上司、

周りの先輩職員に支えられてここまで続けることがで

き ました。 感謝、 感謝です。 ４月から正規職員とし

て採用していただき、 初 心を忘れず、 これからも向

上心を 持って頑張っていきたいです。 私たちの仕事

は、 利用者との信頼関係が大切です。 仕事を通し、

人としても成長できたらと思います。

　私が正規職員として採用され気がつけば二ヶ月も

経ってました。 今振り返ってみると、 これまでの二ヶ月

間私にとって課題と向き合ったものとなりました。

　初めに、 目標としてきた 「利用者様の立場になって」

というテーマについて、 本当に自分の勉強不足や力量

不足のために、 全然といってもよい程実践に移す事

ができなかったと思います。

　次に掲げた目標の 「職員としての資質を上げて行く」

という事に関しても同様に感じております。

　これから自分のスキルを更に高め、 ご利用者様のた

めに還元していけるよう、 ますますの努力と労力を惜し

まず頑張っていきたいと思っております。 今まで以上の

ご指導よろしくお願いします。

こども オークス

清流苑

生活支援員

生活支援員

生活支援員井上　　栞 古川千津子

御厨　和子
　約１０日間の研修終了後４月１日に辞令交付式を迎

え、 いよいよ佐賀整肢学園の職員として働くのだなと

実感しました。 ４月は業務内容を覚えるのに必死で

あっという間に過ぎ、 ５月は徐々に利用者様と接する

機会が増え、訓練も行っていけるようになってきました。

その中で、 悩みや不安もありましたが、 先輩方や病

棟スタッフの方など沢山の方々に助けていただき、 改

めて多くの方から支えられてこの場にいるにだなあと感

じています。

　私は社会人を経験していますが、 医療、 福祉施設

の職員としては新社会人です。 この初心を忘れず、 自

他ともに笑顔で日々過ごせるよう努力していきたいと思

います。

　佐賀向陽園に勤務しはじめて2ヶ月が経ちます。 「食

育」 関係の仕事をしていた私にとっては、 仕事内容も

環境もそして対象者もがらりと変わりました。 今は何を

行うにしても手探りで、 不安もいっぱいです。 「食事」

は楽しみの一つであり、 「食べる」 ことは病気の予防

や栄養状態の悪化を防ぐことにつながります。 利用者

の嗜好はもちろんですが、 食種も食形態も様々です。

どのような食事が好まれ喜ばれるのか、 まずは利用者

を知ることからはじめていき、 栄養士としての専門性と

食育で培った力を発揮して利用者の状況に応じた食

事の提供と健康維持を心掛けていきたいと思います。

そして、 私自身も栄養士としてのスキルを磨いていきた

いと思います。

からつ 向陽園瀬戸　綾華 言語聴覚士 管理栄養士松山　美穂

こども

オークス

生活支援員

生活支援員

井　上　　　栞

古　川　千津子

マンドラを弾くこと。
カレーパンマンを上
手に書ける。 サッ
カー観戦。 食べ
ること。

好きなこと。 趣味、

特技

DVD 鑑賞 、

洋裁 好きです。
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からつ からつ

向陽園 向陽園 向陽園 わいわい

作業療法士 言語聴覚士

管理栄養士 生活相談員 生活相談員 訪問介護員

牛　島　　　萌 瀬　戸　綾　華

松　山　美　穂 麻　生　一　成 杉　原　茅奈津 内　村　美沙子

趣味 ・ 特技

サックスやピアノ

を演奏すること

趣味 ・ 特技

　映画 ・ 音楽鑑賞

　ピアノ演奏

＊趣味 ： ドライブ
＊特技 ：
　　お菓子作り
＊好きなこと ：
　　読書

趣味

アウトドア全般 （磯

釣り、 素潜り、 キャ

ンプ等）

趣味 ：

　イラストを描くこと

趣味 ：

　人間観察、

　身体を動かすこ

　と

からつ からつ

からつ からつ

生活支援員 生活支援員

生活支援員 生活支援員

井　上　ゆかり 江　藤　綾　実

松　田　美千代 小　野　真理子

趣味 ・ 特技

　歌

　音楽鑑賞

趣味 ・ 特技

　音楽鑑賞、

　買い物

趣味 ・ 特技

　手芸、

　ヘアメーク

趣味 ・ 特技

　ネットショッピング

からつ からつ

からつ からつ

看護師 準看護師

生活支援員 生活支援員

石　田　千　恵 馬　場　美由紀

藤　田　浩　美 松　本　冨　美

趣味 ・ 特技

書道で精神統

一をはかってい

る

趣味 ・ 特技

寝る事

趣味 ・ 特技

猫グッズ収集

趣味 ・ 特技

　読書

　おかし作り

清流苑からつ からつからつ

からつ からつ

生活支援員看護師 看護師看護師

看護師 看護師

神　河　美　香堀　田　妙　子 東　島　　　慶桃　崎　しのぶ

吉　村　由　里 坂　本　敬　子

趣味 ： 散歩　気が
つけば 10km 以上歩
いてる事もあります。
特技ではありません
が、 山登りにチャレン
ジしてみたいです。

趣味 ・ 特技

好きなこと

　音楽鑑賞

ホークス命、カラオケ、

着付けの師範、 ソ

フトボール サードで

4 番 （学生の頃か

ら 20年間）

趣味 ・ 特技

好きなこと

　ウィンドー

　　ショッピング

好きなアーティスト

のコンサートにいっ

てストレス発散する

こと

趣味 ・ 特技

好きなこと

　ドライブ

清流苑

清流苑

生活支援員

生活支援員

御　厨　和　子

高　橋　　　龍

趣味 ： 華道

特技 ： カラオケ

趣味 ：

 アイスホッケー

特技 ：手品
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地域交流ホール（330.60㎡）

施設南側全景

施設北側全景

春まつり 生花クラブ 公民館清掃

施　
紹　

佐賀整肢学園・かんざき日の隈寮
救護施設

施設の概要

行 事 紹 介

施設紹介

　救護施設は、生活保護を受給されている
方で、何らかの障害等を理由により、在
宅での生活が困難となった方が入所され
ている施設です。
　かんざき日の隈寮は、平成 20 年に佐賀
県より民間移譲第 1号として経営移譲を
受け、平成 24 年 6 月に神埼市城原地区よ
り鶴西地区に新築移転しました。各種サー
ビスの充実はもとより、循環型施設とし
て地域や他種別施設等への移行推進にも
努めています。

四季折々の行事やクラブ活動に取り組んでいます。また、地域社会との交流促進にも努めています。

（定員70名）

　建物は３階建て（延床面積3,460.71㎡）で、利用者・職
員にとってゆとりある快適で機能的な空間となっています。
３階部分にある地域交流ホールは、神埼市の福祉避難所と
して登録されており、災害時には地域住民の避難場所とし
て活用します。

入所者数
男性 女性 計
46 30 76

平均年齢
男性 女性 平均
60.8 64.3 62.2
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作業所就労 水路清掃ゴルフ場就労

社会福祉士合格

厨房就労運送会社就労

さが桜マラソン 筑後川マラソン魚釣り

バーベキュー＆ホタル鑑賞会

国家試験対策勉強会

設
介

活動紹介

職 員 紹 介

福 利 厚 生

　利用者の定期就労に向けた訓
練の一環として、法人内施設で
の軽作業や就労先の斡旋等、就
労支援活動に積極的に取り組ん
でいます。また、現在ヤマト運輸
等の一般事業所や近隣の作業所
で15名の方が就労されています。

　職員数は 23 名で法人内では最も少ない事業所です。全職員
の半数以上が社会福祉士の資格を有しています。また定期的
な模擬試験や勉強会の実施等、職員の資格取得をバックアッ
プしています。

※資格取得者については、重複者を含む。

　職員互助会では、毎年恒例となっている職員とその家族を対
象としたバーベキュー&ホタル鑑賞会や、魚釣り、ゴルフ、スノー
ボードなど様々な活動を行っています。
　また昨年発足した日の隈寮マラソン部より、さが桜マラソン
に6名参加し、全員完走することができました。

社会福祉士 12 名
精神保健福祉士 4名
介護福祉士 11 名
介護支援専門員 6名
看護師 2名

・バーベキュー会
・釣り大会
・マラソン（筑後川マラソン、
　　　　　富士町健康マラソン、
　　　　　さが桜マラソン）
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　平成 24 年 10 月から平成 25 年３月までの半年間、福島県白河市
にて東日本大震災復興支援活動に携わらせていただきました。そ
の後１年の間に、様々な場所で支援活動の報告をさせていただく
機会を得、ふくしまの実態やそこで暮らす方々の想い、支援者の
想いを私なりのことばで語る活動を続けて参りました。
　震災から３年が経過した今、東北から遠く離れて暮らす我々に
とっては、震災は既に過去の出来事となっています。私自身も、日々
の仕事や生活に追われ自分のことで精一杯になってしまい、今な
お仮設住宅での生活を続けている住民のみなさん、放射線への不
安を抱えながら子育てをしているお母さん方、支援活動を続けて
いるたくさんの仲間たちのことを忘れてしまっています。なので、
このように震災のことを語る機会を頂けたことをありがたく思い
ます。
　私が在籍していた「ふくしま心のケアセンター県南方部セン

ター」は、主に双葉郡や南相馬市からの避難者、白河市近郊で被災された方々への心のケアを行っています。
個別訪問、集団サロン、親子遊び教室など支援形態は様々です。行政職員、医療従事者、住民ボランティアな
ど地元の方々と共に支援活動を行うことが多く、このような支援者の心のケアを行うことも非常に重要な業務
のひとつです。
　「被災者であると同時に支援者である」ことの苦悩や葛藤が大きな心のしこりとなり、未だ解消されない方
も多くいらっしゃることと思います。家族の安否も分からないまま住民の支援を最優先しなければならない現
実、住民の嘆きや怒りを受け入れなければならず自身の感情を置き去りにしなければならない現実がふくしま
には今なお存在しているのです。私がふくしまで迎えた「3.11」の異様な空気は忘れようとしても忘れられる
ものではありません。悲しみに耐え、涙をこらえ、必死に何かと戦っている支援者の姿は大きな大きな衝撃で
した。
　天災・人災はいつ起こるか分かりません。たくさんの利用者様、患者様への支援を行っている我々も同じよ
うな状況に陥る可能性がゼロではないのです。命の現場で働く医療従事者は震災後の葛藤が特に強く、再就職
に踏み出せない方もいらっしゃいました。
　「支援者としてどうすべきか、どうあるべきか」と心構えをしていても、不測の事態が起こってしまうと、
心は揺れ動き掻き乱されてしまいます。支援者としての正しい姿な
ど本当はないのかもしれません。しかし、心を込めて精一杯に皆様
の支援を行うこと、支援者として胸を張れる自分でいること、そう
した想いを持って日々の業務を積み重ねていくことが、我々にとっ
てできる唯一のことなのかもしれません。
　そして、これを機にもう一度みなさんのお心をふくしまに、東北
に寄せていただければと思います。

東日本大震災ボランティア派遣報告

ふくしまでの支援活動を通して、今思うこと
こども発達医療センター

臨床心理士

南相馬市、未だにがれきが多く取り残され
ている箇所もある

震災から２年が経過した南相馬市、津波に
よりすべてが流されている

南相馬市内にある老人施設、津波により
たくさんの利用者が亡くなった

大　野　知　可
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局長随想
　今号から、表紙は法人の施設所在地の地域イベントを取り上げることになった。これは法人の地域貢献の一環
としての取り組みであり、施設所在地の地域資源を微力ながら紹介するもので、今回は毎年 6月に行われる、唐
津市呼子町の勇壮な大綱引きの写真が表紙を飾った。
　唐津市呼子町は、最近では、2010 年にヒットした映画「悪人」のロケ地として話題になったが、実は今から60
年以上前の昭和 26 年（1951年）、日本映画界の巨匠、木下恵介監督が映画「海の花火」のロケ地として唐津市
呼子町を選んでいる。そして、この映画の中にこの大綱引きが再現されているのである。映画の出演者は、笠智衆、
三國連太郎、佐田圭二、木暮実千代等、邦画を代表する豪華な顔触れであった。この映画が撮影された昭和 26
年は、日本が未だ戦後の混乱から脱しきれない復興の時代であったが、地元の人びとは撮影にいろいろ協力した
ようである。この伝統行事の大綱引きを、時期外れの 8月に特別に再現するため、大勢の町民がエキストラで協
力出演されたようだ。
　いまや呼子町は、日本三大朝市（他は輪島、高山）の港町として、県内外から多くの旅行者を集める観光地と
して繁盛しているが、その要因となっているのが、この映画への協力で示されたような、地元の方のおもてなしの
心であるのは間違いないであろう。　

平成25年度の決算報告は以下の通りとなりました。平成25年度決算報告
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法人内行事予定（抜粋）
４月 ５月 ６月

１日　平成26年度新規採用職員辞
令交付式（からつ）

２日　開園5周年祭・観桜会（向陽園）
５日　春まつり（日の隈）
　　　花見会（清流苑）
16日　開園記念祭（オークス）
20日　開園記念祭（こども）
　　　退園者同窓会（こども）
21日　河川清掃（向陽園）
28日　児童施設訪問（向陽園）

７日　日帰り旅行A班（日の隈）
10日　社会見学（こども）
　　　開苑祭（清流苑）
18日　体育大会（こども）
21日　日帰り旅行B班（日の隈）
　　　外出支援活動（向陽園）
24日　体育大会（オークス）
28日　平成26年度第1回理事会・評

議員会（からつ）
30日　総合避難訓練（こども）

２日　法人内施設長等連絡会議
 （からつ）
３～４日　自立宿泊訓練（日の隈）
５日　スポーツレクリエーション
 （日の隈）
７日　夏祭り（からつ）
17日　夢かなえ観劇ツアー
 （清流苑）
18日　外出支援活動（向陽園）
30日　カクテルパーティ（オークス）

実習生受け入れ 今後のご活躍をお祈り致します

編集後記 　佐賀整肢学園の広報委員は局長を筆頭に、各施設から１名が選ばれ７名で構成されています。
これは前号でも紹介されていますが、残念な事にその７名全員が男性であります。私たちはこの

「学園タイムス」を皆様に楽しんで頂こうと一生懸命に作成しておりますが、なにかと男性ばかりのため細やかな
配慮や記事が堅苦しく皆様が読みにくい文章になっていないかと不安に感じる所があります。「学園タイムス」読
んで頂いたご感想はいかがでしょうか？
　さて今回第５号を発行する事となりました。内容は平成26年度新規採用職員の紹介や日の隈寮施設紹介、東日
本大震災ボランティア派遣報告と見所満載となっております。是非皆様のご意見ご感想を
頂ければ幸せです。

【こども発達医療センター】 佐賀市医師会立看護専門学校 33 名　　久留米大学 1名
西九州大学リハビリテーション学部 4名　　佐賀女子短期大学 2名
西九州大学短期大学部 4名

【オークス】 佐賀女子短期大学健康福祉学科 4名　　西九州短期大学生活福祉学科2 名
西九州大学社会福祉学科2 名

【かんざき清流苑】 佐賀女子校衛生看護科実習１班 7名　２班 7名　　痰吸引実習受け入れ６名
神埼清明高校実習２名　　西九州大学実習２名

【からつ医療福祉センター】 西九州大学リハビリテーション学部理学療法学専攻２名
西九州大学リハビリテーション学部作業療法学専攻２名
西九州大学短期大学部介護福祉学科２名

【かんざき日の隈寮】 西九州大学短期大学部 14 名　　西九州大学２名

【こども発達医療センター】 佐賀市医師会立看護専門学校様
【からつ医療福祉センター】 佐賀県立唐津特別支援学校様　　社会福祉法人 春陽会 深江保育所様

福岡市立今津特別支援学校様　　伊万里特別支援学校様

ご訪問ありがとうございました施設見学

ボランティア 貴重なお時間を頂きありがとうございました

（平成26年１月１日～平成26年３月31日）

ボランティア・施設見学・実習生受け入れ

【こども発達医療センター】 九電友の会様　　親和会様
【オークス】 坂井ツキエ様・坂井ツキ子様（書道教室）　田村　静二様（絵画教室） 

川原アヤ子様・大島　京子様（生花教室）　木下千恵子様（音楽教室）
吉富　大樹様（陶芸教室） 

【かんざき清流苑】 藤間流日舞様来苑　　ヒューマンドレミ様　　仁比山保育園様　　鶴の会様
麻生専門学校生様ボランティア

【からつ医療福祉センター】 加藤万里子様（民謡教室）　辰野真由美様（民謡教室）　折尾　幸子様（パン教室）
川打　恒子様（書道教室）　田村　静二様（絵画教室）　無津呂　正様（陶芸教室）

【かんざき日の隈寮】 山﨑　節子様（日舞クラブ）　　　　　三好富美子様（生花クラブ）
森本　清子様（身だしなみクラブ）　　原　千賀子様（身だしなみクラブ）
西村　百美様（エアロビクスクラブ）

【向陽園・わいわい】 佐賀少年刑務所様（訪問理容）　　金立町社協様（傾聴）　　佐賀教務所様


